



























































magnetic resonance imaging : fMRI）を使用したもの10,11）があるものの，若年期成人で検討したも
のは少ない。fMRIは空間解像度に優れるという利点をもつが，時間解像度や，撮像時の被験者












































今回使用した機器では前頭部～側頭部にかけ 52 chの Oxy-Hb値が計測できる。この 52chか
ら先行研究17）を参考に左右両側の前頭前皮質（pre frontal cortex : PFC），左右両側の上側頭溝近
傍（superior temporal sulcus : STS）の 4領域について，関心領域（region of interest : ROI）を
設定し解析した。4領域に対応する計測チャンネル（以下，Ch）は，以下の通り，右前頭前皮質
（Rt PFC）: 25Ch, 26Ch, 35Ch, 36Ch, 47Ch，左前頭前皮質（Lt PFC）: 27Ch, 28Ch, 38Ch, 39Ch, 
48Ch，右上側頭溝近傍（Rt STS）: 22Ch, 32Ch, 33Ch, 43Ch, 44Ch，左上側頭溝近傍（Lt 














スラインからの OxyHb値の変化量について 2つの刺激条件ごとに 3回分のデータを加算平均処
理した。解析区間は，OxyHb値の反応が刺激提示時より数秒遅延する19）ことから，刺激課題の
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開始直後の 5秒を除いた 15秒間とし，その区間の OxyHb値を解析対象とした。




















Rt PFC:右前頭前皮質（right pre frontal cortex）：25Ch，26Ch，35Ch，36Ch，47Ch 
Lt PFC:左前頭前皮質（left pre frontal cortex）：27Ch, 28Ch, 38Ch, 39Ch, 48Ch 
Rt STS:右上側頭溝近傍（right superior temporal sulcus）: 22Ch，32Ch，33Ch，43Ch，44Ch  






 Rt PFC : 右前頭前皮質（right pre frontal cortex）: 25Ch, 26Ch, 35Ch, 36Ch, 47Ch
 Lt PFC : 左前頭前皮質（left pre frontal cortex）: 27Ch, 28Ch, 38Ch, 39Ch, 48Ch
 Rt STS : 右上側頭溝近傍（right superior temporal sulcus）: 22Ch, 32Ch，33Ch, 
43Ch, 44Ch　




ける cry条件，non-cry条件の 2条件の OxyHb値について，対応のある t検定を行った。次に脳
活動のグループ解析として，左右の半球間の同一領域において，乳児の表情の 2条件の刺激によ












刺激条件による OxyHb値に有意な差はなかった（F=0.413, p=0.536）。同様に左右半球間の STS
の OxyHb値においても交互作用はなく（F=0.006, p=0.941），有意な差は認められなかった
（F=0.121, p=0.736）（Figure 4）。
唾液アミラーゼ活性値（SAA）は，実験前が平均 45.3（SD 28.1）ku/L，実験後は，平均 44.2（SD 
25.4）ku/Lで有意な差はみられなかった（p=0.852）（Figure 5）。STAI得点は実験前が平均 33.1（SD 







































































































































































































Figure 4. 脳活動のグループ解析 
 
被験者 10名全員の cry条件、no-cry条件の 2刺激課題による OxyHb値の平均値について安静時からの変化量を
4つの関心領域ごとに示す．縦軸にΔOxyHb値(mM/mm)、横軸に４つの関心領域を示す（Rt PFC；右前頭前皮






















Group analysis : NIRS 
cry non-cry
Figure 4. 脳活動のグループ解析
 被験者 10名全員の cry条件，no-cry条件の 2刺激課題による OxyHb値の平均
値について安静時からの変化量を 4つの関心領域ごとに示す．縦軸に ΔOxyHb
値（mM/mm），横軸に 4つの関心領域を示す（Rt PFC ; 右前頭前皮質，Lt 
PFC ; 左前頭前皮質，Rt STS ; 右上側頭溝近傍，Lt STS ; 左上側頭溝近傍）．
 
 










































Figure 6. STAI（状態不安）の実験前後比較 
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